
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２	

ま
ち
を
守
り　

ひ
と
を
守
る　

防
災

	

～
９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す
～

―
― 

特
集
１

４	

忘
れ
な
い　
暮
ら
し
の
下
に　
下
水
道

	

～
９
月
10
日
は
下
水
道
の
日
で
す
～

―
― 

特
集
２

６	

斑
鳩
町
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

８	

ま
ち
の
話
題

11	

あ
な
た
に
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
じ
ま
り
ま
す

12	

協
働 

～
住
民
活
動
団
体
の
取
り
組
み
紹
介
～

13	

い
に
し
え
の
風 

〜
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
〜

14	

パ
ゴ
ち
ゃ
ん
の  

地
球
と
な
か
よ
し

15	

エ
コ
川
柳
募
集
中

16	

ま
ち
の
情
報

22	

ほ
け
ん
だ
よ
り

24	

図
書
館
だ
よ
り

2 0 1 5

９
No. 600

いかるが

子どもたちの

楽しい夏まつり！

～ 幼稚園夏まつり ～「大迫力！あざやかできれいな花火！」
～ 商工まつり ～

～ 斑鳩の里子ども夏まつり ～
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■
「
い
ざ
と
い
う
と
き
」
の

　
　
行
動
の
備
え
を

　

水
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず

危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い
こ
と
、
そ

し
て
情
報
を
集
め
、
想
像
力
を
働
か
せ
る

習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

例
え
ば
、
近
く
に
河
川
が
あ
れ
ば
あ
ふ

れ
た
と
き
に
ど
う
逃
げ
る
か
を
イ
メ
ー
ジ

　
自
然
は
時
と
し
て
予
想
を
は
る
か
に
超

え
る
力
で
、
私
た
ち
の
生
活
を
脅お
び
やか

し
ま

す
。

　
そ
の
な
か
で
も
「
水
害
」
は
、大
和
川
、

富
雄
川
、
竜
田
川
な
ど
河
川
に
囲
ま
れ
た

斑
鳩
町
に
と
っ
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
災

害
で
す
。

　
私
た
ち
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

私
た
ち
が
で
き
る
「
い
ざ
と
い
う
と
き
」

の
防
災
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
４
）

し
て
お
く
こ
と
や
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

避
難
所
施
設
や
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お

く
こ
と
、
時
間
を
見
つ
け
て
自
分
の
目
で

現
地
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

屋
外
で
は
…

・�

雨
戸
の
が
た
つ
き
や
ガ
ラ
ス
の
ひ
び
割

れ
、
屋
根
の
チ
ェ
ッ
ク
と
補
修

・
ア
ン
テ
ナ
は
し
っ
か
り
と
固
定

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
外
壁
の
亀
裂
は
補
強

・�

水
の
流
れ
を
良
く
す
る
た
め
、
側
溝
や

雨
ど
い
を
清
掃

・�

物
干
し
ざ
お
、
植
木
鉢
な
ど
飛
ば
さ
れ

そ
う
な
も
の
は
屋
内
に
入
れ
る
か
固
定

な
ど屋内

で
は
…

・�

避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
出
た
と
き
の

た
め
の
「
非
常
持
出
品
」
の
準
備

・�

避
難
所
施
設
・
避
難
経
路
な
ど
を
あ
ら

た
め
て
家
族
全
員
で
確
認

・�

適
切
な
行
動
を
と
る
た
め
の
正
確
な
気

象
情
報
の
収
集
方
法
の
確
認

・�

浸
水
な
ど
に
備
え
て
貴
重
品
や
衣
類
な

ど
は
高
い
と
こ
ろ
へ
移
動　
な
ど

■�

避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧

告
、
避
難
指
示
の
発
令
と

サ
イ
レ
ン
信
号
の
種
類

　

災
害
が
発
生
し
た
り
、
発
生
の
お
そ
れ

の
あ
る
場
合
、
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
な

ど
が
発
令
さ
れ
ま
す
。（
表
１
）

　

広
報
車
、
サ
イ
レ
ン
（
表
２
）
な
ど
で

避
難
に
関
す
る
情
報
が
発
令
さ
れ
た
ら
速

や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

～ 

９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す 

～

ま
ち
を
守
り

　
ひ
と
を
守
る

「
い
ざ
と
い
う
と
き
」
の

あ
な
た
の
備
え
は
大
丈
夫
？

防

災

表
１ 

避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、
避
難
指
示

表
２ 

サ
イ
レ
ン
の
種
類

発令基準 伝 達 方 法

避難
準備
情報

災害発生の可能性が予想され、災
害時要援護者など、特に避難行動
に時間を要する人が避難行動を開
始する必要がある場合

広報車による伝達、
有線放送（音声遠隔
システム）、FM 西大
和（81.4MHz）、防
災情報メール、緊急
速報メール・エリア
メール、口頭による
伝達、サイレンなど

避難
勧告

地域や土地建物などに災害が発生
するおそれのある場合

避難
指示

状況が悪化し、避難する時期が切
迫した場合、または、災害が発生
し現場に残っている人がいる場合

内　　容 サ イ レ ン 信 号
水防団員、消防
機関に属する者
の出動

約５秒　　　　　　　約５秒
　○　—　休　止　—　○　—　休　止
　　　　　約６秒　　　　　　　約６秒

必要と認めた区
域内の居住者の
避難

約１分　　　　　　　約１分
　○　—　休　止　—　○　—　休　止
　　　　　約５秒　　　　　　　約５秒

表
３ 

防
災
情
報
メ
ー
ル
の
登
録
に
よ
り
受
信
で
き
る
内
容

配 信 種 別 配 信 内 容 配信選択

防災情報
（防犯情報も含む）

災害時（災害の発生が予
想されるとき、または災
害発生時）における避難
勧告、避難指示などの情
報や、武力攻撃などの緊
急情報などの防災情報、
身近な犯罪情報、行方不
明者捜索情報などの防犯
情報のほか、インフラを
はじめとした生活関連情
報を配信します。

必須登録
項目にな
ります。

子ども安全安心メール
町内や周辺地域の不審者
などに関する情報を配信
します。

希望する
配信種別

（ 施 設 ）
を選択し
て登録す
ることが
できます。
複数（５
つ ま で ）
の登録も
可能です。

学校等施設緊急情報（あわ
保育園、たつた保育園、斑
鳩学童、斑鳩東学童、斑鳩
西学童、斑鳩幼稚園、斑鳩
東幼稚園、斑鳩西幼稚園、
斑鳩小学校、斑鳩東小学校、
斑鳩西小学校、斑鳩中学校、
斑鳩南中学校）

気象警報発令・地震発生
時などの対応を配信しま
す。
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防
災
情
報
メ
ー
ル
を
登
録
し
ま
し
ょ
う

　

防
災
情
報
メ
ー
ル
は
、
災
害
時
に
お
け

る
避
難
勧
告
な
ど
の
防
災
情
報
や
、
身
近

な
犯
罪
情
報
な
ど
の
防
犯
情
報
な
ど
を

メ
ー
ル
で
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
表
３
）

で
す
。
災
害
時
に
は
、
い
ち
早
く
情
報
を

得
る
こ
と
が
、
自
ら
を
守
る
第
一
歩
と
な

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
防
災
情
報
メ
ー
ル
を

登
録
し
ま
し
ょ
う
。
配
信
サ
ー
ビ
ス
は
Ｅ

メ
ー
ル
に
対
応
し
た
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電

話
で
あ
れ
ば
メ
ー
ル
を
受
信
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
情
報
に
加
え
て
、
不
審
者

な
ど
に
関
す
る
情
報
を
配
信
す
る
子
ど
も

安
全
安
心
メ
ー
ル
、
気
象
警
報
発
令
時
な

ど
に
お
け
る
各
保
育
園
、
学
童
保
育
、
幼

稚
園
、
小
中
学
校
ご
と
の
対
応
を
配
信
す

る
学
校
等
施
設
緊
急
情
報
の
配
信
も
行
い

ま
す
。

防
災
情
報
メ
ー
ル
の
登
録
方
法

　

役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
防
災
情
報
」

の「
斑
鳩
町
防
災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」

か
ら
登
録
画
面
に
入
っ
て
く
だ
さ
い
。「
手

続
き
の
方
法
」
の
手
順
に
沿
っ
て
、
登
録

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
登
録
完
了
メ
ー
ル

が
届
け
ば
、
登
録
完
了
で
す
。

　

そ
の
他
詳
し
く
は
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の「
斑
鳩
町
防
災
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
雨
や
台
風
な
ど
の
と
き
は
…

・�
降
雨
の
状
態
、
河
川
な
ど
の
増
水
、
が

け
崩
れ
や
土
石
流
の
前
兆
に
は
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

・�

停
電
や
断
水
に
備
え
て
携
帯
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
、
飲
料
水
な
ど
非
常
持
出
品

（
表
４
）
を
用
意
し
、
い
つ
で
も
避
難

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避難所施設 所在地 電　話 避難所施設 所在地 電　話
①斑鳩小学校 法隆寺南1-13-46 74－1201 ⑪中央体育館 龍田南1-1-61 75－3100
②斑鳩西小学校 神南2-4-25 74－3051 ⑫中央公民館 龍田南2-2-43 74－1511
③斑鳩東小学校 法隆寺南2-11-5 74－1501 ⑬西公民館 龍田西4-2-25 75－3911
④斑鳩中学校 龍田北1-20-1 74－1301 ⑭東公民館 興留5-5-28 74－4122
⑤斑鳩南中学校 目安北3-1-77 74－5800 ⑮法隆寺国際高等学校 高安2-1-1 74－3630
⑥斑鳩幼稚園 法隆寺南1-13-15 74－2353 ⑯消防コミュニティセンター 龍田南5-7-47 75－6341
⑦斑鳩西幼稚園 神南2-4-31 74－3981 ⑰いかるがホール 興留10-6-43 75－7743
⑧斑鳩東幼稚園 興留東1-1-16 74－5500 ⑱ふれあい交流センターいきいきの里 法隆寺北1-13-15 74－0990
⑨たつた保育園 龍田1-5-1 74－2203 ⑲生き生きプラザ斑鳩 小吉田1-12-35 70－1000
⑩あわ保育園 阿波3-5-33 74－1654 ⑳法隆寺五丁地区地域交流館 法隆寺東1-4-6 ―

表４  非常持出品等のリスト
● 一次持出品（非常持出品）
　災害発生時、最初に持ち出すもの。避難に支
障のない重さにしましょう。（男性15㎏、女性
10㎏程度）

 携帯ラジオ　  懐中電灯
 �救急医療品…ばんそうこう、包帯、消毒薬、
傷薬、鎮痛剤、胃腸薬、持病の薬など
 �非常食…ミネラルウォーター、缶詰、割り
ばし、缶きり、栓抜き、粉ミルク（乳幼児用）
など
 �貴重品…現金（小銭を含む）、預金通帳、印
かん、免許証、健康保険証など
 �その他生活品…衣類（着替え）、タオル、ウ
エットティッシュ（ティッシュ）、雨具、生
理用品など

● 二次持出品（非常備蓄品）
　災害から復旧するまでの数日間（３日以上）
用意しましょう。

 �飲料水…１日１人３リットルを目安
 �非常食…乾パン、米、缶詰やレトルトのお
かず、ドライフード、チョコレートなどの
菓子類、調味料など
 燃料…卓上コンロ、携帯コンロなど
 �その他の生活用品…生活用水（風呂や洗濯
機に備蓄）、毛布、寝袋、新聞紙、洗面用具、
ドライシャンプー、ポリ容器、鍋・やかん、
バケツ、トイレットペーパー、ろうそく、ロー
プ、筆記用具、セロハンテープなど

竜
田
川

消防コミュニ
ティセンター
  ⑯

斑鳩小学校
①

②西小学校

東小学校
③

斑鳩中学校
④

⑤
南中学校

⑥斑鳩
　幼稚園

⑦西幼稚園

⑧東幼稚園

たつた
保育園
⑨

⑩あわ保育園

⑪
中央
体育館

中央公民館
⑫西公民館

⑬ ⑭東公民館

　法隆寺国際
⑮高等学校

富
雄
川R25

大和川

ふれあい交流センター
いきいきの里
⑱ 法隆寺五丁地区

地域交流館
⑳

⑰いかるがホール

⑲生き生き
　　プラザ斑鳩

法隆寺五丁地区
地域交流館
⑳竜

田
川

斑鳩小学校
①

②西小学校

東小学校
③

ふれあい交流センター
いきいきの里
⑱斑鳩中学校

④

⑤
南中学校

⑥斑鳩
　幼稚園

⑦西幼稚園

⑧東幼稚園

たつた
保育園
⑨

⑩あわ保育園

⑰いかるがホール

⑲生き生き
　　プラザ斑鳩

⑪
中央
体育館

西公民館
⑬ ⑭東公民館

富
雄
川R25

大和川

　法隆寺国際
⑮高等学校

消防コミュニ
ティセンター
  ⑯

中央公民館
⑫

サイレン・
有線設置場所

有線設置場所

斑鳩町の
避難所施設

　いざというときに困らないよう、家族みん
なで災害時の役割分担を決めたり、避難所施
設や避難経路を確認しておきましょう。
　なお、避難所施設は、災害から住民の安全
を確保するため避難勧告・避難指示などを
行った場合または避難を求める住民がいる場
合に、その状況に応じて安全な施設を指定し、
開設します。
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　斑鳩町では、大和川など公共用水域の水質改善や生活環境の改善をめざして、公共下水道の
整備をすすめています。
　下水管の工事が完了しても、家のトイレや台所・風呂などの排水管を接続しないことには、
下水道としての効果を十分に発揮することができません。
　公共下水道の整備済みの区域に住んでいる人は、一日も早く公共下水道に接続していただき
ますようお願いします。

問合せ　下水道課（☎０７４５�２４０６）

忘れない　暮らしの下に　下水道
～ ９月10日は「下水道の日」です ～

斑鳩町の公共下水道についてお知らせします

忘れない　暮らしの下に　下水道

　

下
水
道
の
整
備
に
伴
い
、
大
和
川
の
水

質
は
年
々
改
善
さ
れ
、
平
成
25
年
の
大
和

川
の
水
質
は
６
年
連
続
で
環
境
基
準
レ
ベ

ル
（
５
㎎
╱
ℓ
）
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
み
な
さ
ん
が
ご
家
庭
で

使
っ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
川
に
戻
す
大

切
な
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
下

水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
各
家
庭
か
ら
下
水

道
に
接
続
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

公
共
下
水
道
の
終
末
処
理
場
で
は
、
大

和
川
の
水
質
汚
濁
の
原
因
の
８
割
を
占
め

て
い
る
生
活
排
水
（
台
所
や
お
風
呂
、
洗

濯
な
ど
家
庭
で
使
っ
た
水
）
の
浄
化
を
よ

り
高
度
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
み

な
さ
ん
の
公
共
下
水
道
使
用
が
大
和
川
の

水
質
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
各

家
庭
で
汚
れ
た
生
活
排
水
を
少
し
ず
つ
減

ら
す
こ
と
で
、
大
和
川
を
き
れ
い
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
和
川
の
清
流
復
活
は
あ
な
た
の
家
庭

か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

下
水
道
使
用
で

大
和
川
の

水
質
改
善
に

ひ
と
役

〈公共下水道の状況〉
　斑鳩町では、豊かな自然を守り、
快適な生活環境を守るために平成
３年から公共下水道の整備をはじ
めています。平成26年度末では、
斑鳩町の人口の約48％（普及率）
の人が利用することができます。
　左の表は、平成21年度～平成25
年度の各年度別の普及率のグラフ
です。奈良県の市町村の平均と比
べて差があり、まだまだ整備をす
すめていかなければなりません。

20

30

40

50

60

70

80

20

30

40

50

60

70

80

平成21
年度末

平成22
年度末

平成23
年度末

平成24
年度末

平成25
年度末

斑鳩町

（％）

奈良県

73.4

35.0
37.4

40.8

43.8
46.3

74.4
75.4 76.1 77.0

※普及率
　�町全体の人口のうち、公共
下水道の整備が完了して利
用できる人口の割合
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下
水
道
が
使
え
る
区
域
は
、
公
共
下
水

道
の
工
事
が
終
わ
り
、
供
用
開
始
の
公
示

が
行
わ
れ
た
区
域
に
な
り
ま
す
。

　

上
の
地
図
の
■
の
部
分
で
、
公
共
下
水

道
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
平
成
27
年

７
月
末
現
在
で
、
３
，
１
９
０
件
の
申
請

が
あ
り
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
工
事
の
時
期
に
つ
い
て

は
、
整
備
す
る
区
域
を
定
め
、
そ
の
区
域

の
中
で
工
事
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
通
行
規
制
な
ど
、
付

近
住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
工
事
が
完
了
し
、

公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
ら
、
す
み
や
か
に
、
公
共
下
水
道

へ
接
続
す
る
た
め
の
切
替
工
事
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

宅
地
内
の
排
水
管
や
排
水
設
備
の
点
検

や
清
掃
と
い
う
名
目
で
、
強
引
な
営
業
活

動
を
行
っ
た
り
、
法
外
な
金
額
を
請
求
す

る
と
い
っ
た
悪
質
な
業
者
が
い
ま
す
。

　

町
で
は
、工
事
な
ど
を
実
施
す
る
場
合
、

事
前
に
関
係
者
の
み
な
さ
ん
に
ご
連
絡
し

て
い
ま
す
。
宅
地
内
の
排
水
管
や
排
水
設

備
の
点
検
や
清
掃
を
し
た
り
、
公
共
下
水

道
の
接
続
時
の
加
入
負
担
金
お
よ
び
下
水

道
使
用
料
以
外
の
費
用
を
請
求
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
業
者
が
訪
問
し
た
場
合
は
身
分

の
確
認
を
す
る
な
ど
、
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

悪
質
な
下
水
道
管
の

点
検
・
清
掃
業
者
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

公共下水道が利用できる区域図
（平成27年７月現在）

 
公共下水道が利用
できる区域

注
意
！
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在
宅
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯

を
対
象
に
「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

配
食
サ
ー
ビ
ス

　

居
宅
に
訪
問
し
て
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
（
昼
食
）
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
利
用
者
の
安
否
を
確
認
し
、
健
康

状
態
に
異
常
の
あ
っ
た
時
な
ど
は
、
関
係

機
関
へ
連
絡
を
行
い
ま
す
。

対�
象
者　
在
宅
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
で
あ
り
、
栄
養
改
善
や
見
守

り
な
ど
の
支
援
が
必
要
な
人
で
、
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
高
齢
者

利�

用
回
数　
１
週
間
に
５
回
（
月
～
金
曜

日
の
み
）
ま
で
。
食
材
費
用
な
ど

（
４
１
０
円
）
は
利
用
者
の
負
担
で
す
。

愛
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
同
じ
曜
日

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

愛
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス

　

居
宅
に
乳
酸
菌
飲
料
を
配
る
こ
と
に
よ

り
、
高
齢
者
の
健
康
の
向
上
と
安
否
を
確

認
し
、
健
康
状
態
に
異
常
が
あ
っ
た
時
な

ど
は
、
関
係
機
関
へ
連
絡
を
行
い
ま
す
。

対�

象
者　
在
宅
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
で
あ
り
、
日
常
の
安
否
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
人

利�

用
回
数　
１
週
間
に
３
回（
月
・
水
・
金
）

ま
で
。
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
同
じ
曜

日
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

軽
度
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

　

軽
度
生
活
援
助
員
を
居
宅
に
派
遣
し

て
、
外
出
時
の
援
助
、
食
事
、
食
材
の
確

保
な
ど
軽
易
な
日
常
生
活
上
の
援
助
を
行

い
ま
す
。

対�

象
者　
在
宅
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
で
あ
り
、
日
常
生
活
上
の
援

助
が
必
要
な
人

利�

用
回
数　
１
か
月
あ
た
り
４
回
ま
で
と

し
、
年
12
回
ま
で
。
費
用
の
１
割
は
利

用
者
が
負
担
し
ま
す
。

緊
急
通
報
装
置
の
設
置

　

ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢
者
に
緊
急

事
態
が
発
生
し
た
時
に
、
安
全
の
確
保
や

安
否
確
認
を
す
る
た
め
、
緊
急
通
報
装
置

を
設
置
し
ま
す
。

対�

象
者　
在
宅
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
で
あ
り
、
安
否
の
確
認
が
必

要
な
人

「
老
人
憩
の
家
」
を

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

斑
鳩
町
で
は
、
高
齢
者
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
交
流
の
場
と
し
て
、
老
人
憩
の

家
を
町
内
に
２
か
所
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

老
人
憩
の
家
で
は
お
風
呂
の
ほ
か
に
カ

ラ
オ
ケ
や
囲
碁
、
将
棋
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
団
体
利
用
も
で
き
ま

す
。（
団
体
利
用
に
つ
い
て
は
、
事
前
の

申
請
が
必
要
で
す
）

利�

用
対
象　

町
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

（
受
付
で
、
年
齢
が
わ
か
る
も
の
を
提

示
く
だ
さ
い
）

利
用
料　
無
料

開�

館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

お
風
呂
は
午
前
10
時
～
午
後
４
時

休�

館
日　
毎
週
水
曜
日
、
祝
日
（
日
曜
日

の
場
合
は
振
替
休
日
）、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
～
翌
年
１
月
３
日
）

場
所　
西
老
人
憩
の
家 

神
南
２‒

５‒

１

　
　
　
　
（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
７
）

　
　
　

東
老
人
憩
の
家 

幸
前
２‒

８‒

９

　
　
　
　
（
☎
０
７
４
５
�
５
０
５
０
）

※�

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

高齢者の日常生活などを支援する

斑鳩町の高齢者福祉サービス
　いつまでも住み慣れた地域で安心していきいきと暮らせるよう、斑鳩町では、高齢者の
日常生活や介護を行う家族を支援するためのさまざまな高齢者福祉サービスを行っていま
す。ぜひご利用ください。

　問合せ　福祉課　（☎内線123）

住
み
慣
れ
た
環
境
で
、

自
立
し
た
生
活
を
支
援
し
ま
す



7 2015.9.  広報 

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

　

理
容
師
や
美
容
師
が
訪
問
し
、
散
髪
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

対�

象
者　
在
宅
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
で
あ
り
、
一
般
の
理
容
院
や

美
容
院
に
出
向
く
こ
と
が
困
難
な
人

利
用
回
数　
年
２
回
ま
で

　

そ
の
他
に
、
火
災
報
知
機
な
ど
、
ひ
と

り
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢
者
の
日
常
生
活
に

必
要
な
用
具
（
用
具
ご
と
に
支
給
要
件
あ

り
）
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
の
必
要
な
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護

す
る
家
族
を
対
象
に
「
家
族
介
護
支
援

サ
ー
ビ
ス
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

家
族
介
護
用
品
の
支
給

対�

象
者　
ね
た
き
り
で
、
常
時
失
禁
状
態

に
あ
る
在
宅
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
家
族

支�
給
品
目　
フ
ラ
ッ
ト
タ
イ
プ
、
パ
ン
ツ

タ
イ
プ
、
リ
ハ
ビ
リ
タ
イ
プ
、
尿
取
り

パ
ッ
ト
か
ら
１
品
目
を
選
択
。
希
望
者

斑鳩町の介護予防について

高齢者の相談窓口

に
は
、
お
む
つ
カ
バ
ー
、
防
水
シ
ー
ト
、

パ
ジ
ャ
マ
も
し
く
は
寝
巻
を
支
給
し
ま

す
。

所
得
制
限　
あ
り

在
宅
ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当
の
支
給

　

介
護
家
族
に
１
か
月
５
，
０
０
０
円
を

年
２
回
支
給
し
ま
す
。

対�

象
者　

要
介
護
４
・
５
の
認
定
を
受
け

て
い
る
高
齢
者
を
常
時
家
庭
で
介
護
し

て
い
る
家
族
（
入
院
期
間
は
支
給
月
か

ら
除
き
ま
す
）

※�

県
が
実
施
し
て
い
る
特
別
障
害
者
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
こ
と

所
得
制
限　
あ
り

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

認
知
症
高
齢
者
が
徘
徊
し
た
場
合
に
早

期
に
発
見
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
使
用
料
な

ど
を
助
成
し
ま
す
。

対�

象
者　
徘
徊
の
見
ら
れ
る
認
知
症
高
齢

者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

費�

用
負
担　
バ
ッ
テ
リ
ー
、
検
索
料
金
な

ど高
齢
者
優
待
券
の
交
付

　

社
会
生
活
の
拡
大
と
健
康
で
楽
し
く
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
70
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
高
齢

者
優
待
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｉ
―

Ｃ
Ａ
（
奈
良
交
通
株
式
会
社
発
行
）、
ふ

れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き
の
里
入

館
券
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
（
西
日
本
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
発
行
）、
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の

４
種
類
の
中
か
ら
、
い
ず
れ
か
を
選
ん
で

い
た
だ
け
ま
す
。

　要介護状態にならないためには、普段からの
運動や食事の習慣などで心身の機能を低下させ
ないよう介護予防に取り組むことが大切です。
　町では、65歳以上の要介護・要支援認定を
受けていない人に、介護予防を目的として心身
の状況を把握するため、「介護予防のための基
本チェックリスト」を送付しています。この
チェックリストをもとに、運動、栄養、口腔機
能などの点から生活機能を評価し、その結果、
改善が必要と思われる人には、「運動器の機能
向上教室」「栄養の改善教室」「口腔機能の向上
教室」への参加を呼びかけています。「基本
チェックリスト」が自宅に届いた人は、記入し、
返信いただきますようお願いします。
　また、生活機能評価の結果、すぐに改善が必
要でない人にも「介護予防教室」などを開催し
ていますので、介護予防について関心のある人
は、ぜひご参加ください。（教室の開催につい
ては、広報いかるがお知らせ版に掲載していま
す）

⃝高齢者の総合的な相談
　斑鳩町地域包括支援センター
　小吉田1－12－35　生き生きプラザ斑鳩内
　（☎0745－74－5666・75－4000）
⃝認知症高齢者の相談
　認知症疾患医療センター（奈良県北和地域）
　三郷町勢野北4－13－1
　ハートランドしぎさん内
　（☎0745－31－3345）
⃝健康の相談
　斑鳩町保健センター
　小吉田1－12－35　生き生きプラザ斑鳩内
　（☎0745－70－0001）

各サービスの詳
しい内容や利用
要件について
は、福祉課にお
問い合わせくだ
さい。

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
す
る

家
族
な
ど
を
支
援
し
ま
す
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活の中に生きる川の歴史と文化を学びました
～ 平成27年度　町立図書館聖徳太子

歴史資料室講座 ～
7 / 8 ・町立図書館

　斑鳩周辺の資料をとおして、その歴史地理など
に関心を持ってもらおうと、聖徳太子歴史資料室
講座が開催されました。
　今回は、「富雄川流域の歴史と文化」と題して、

（公益財団法人）郡山城史跡・柳沢文庫保存会研
究員 吉田栄治郎先生にお話をうかがいました。
　斑鳩の里を流れる富雄川の流れをたどりなが
ら、芦

あし

垣
がき

宮
のみや

、法隆寺駅周辺地域の成り立ちなど、
富雄川下流域の歴史を学びました。
　受講者のみなさんからは「歴史感が芽生えた」

「地元に住むものとして川の認識を新たにした」
などの感想がよせられました。

生

どもたちの笑顔があふれました
～ 斑鳩町職員互助会による大槌町支援 ～

7 / 3 ・岩手県大槌町

　東日本大震災の発生後、斑鳩町が支援を行って
いる岩手県大槌町のみなさんを激励し、笑顔に
なってもらおうと、今年度も、斑鳩町職員互助会
を代表して小城町長と町職員２人が、大槌町内の
保育園、幼稚園、小・中学校の幼児、児童、生徒
を訪問しました。
　小城町長からスイカや花火セットを贈られた子
どもたちは、スイカ割りを楽しむなど、笑顔いっ
ぱいで大喜びでした。復興に向かって着実にその
歩みをすすめている大槌町。今後も応援していき
ます。

子
しい！楽しい！夏まつり

～ 町立幼稚園の夏まつり ～

　町立幼稚園では、恒例の夏まつりが今年も開催さ
れました。斑鳩幼稚園では、模擬店やゲームの後、
斑鳩中学校の吹奏楽部による夕涼みコンサートが開
かれ、参加されたみなさんはその演奏に感心してい
ました。斑鳩西幼稚園では、模擬店のほかに、ゲー
ム会場のスタンプを全部集めると景品がもらえるス
タンプラリーもあり、大いに盛りあがりました。斑
鳩東幼稚園では、フラダ
ンスショーが行われ、園
児たちもいっしょに楽し
く踊っていました。参加
した園児、保護者のみな
さんは楽しい夏まつりを
満喫していました。

楽

7 / 4 ・斑鳩幼稚園
7 / 1 7 ・斑鳩西幼稚園、斑鳩東幼稚園

ーヤを丸ごと食べちゃおう
～ ゴーヤでエコクッキング教室 ～

　斑鳩町地球温暖化対策地域協議会「エコるが」主
催により、緑のカーテンでたくさん実るゴーヤを無
駄なくおいしくいただこうと、ゴーヤを使ったエコ
クッキング教室が開催されました。
　教室では、肉巻きゴーヤ、ゴーヤチップスなど、
ゴーヤを使ったさまざまなレシピが紹介されました
が、ゴーヤの“わた”を使ったかき揚げが特に好評
で、「いつも捨てていた“わた”がこんなに美味し
いなんて感激」と種から実まですべて食べるゴーヤ
づくしメニューに参加者のみなさんも大満足のよう
すでした。

ゴ

7 / 1 0 ・生き生きプラザ斑鳩

▲�“わた”も捨てたらもっ
たいない！

▼ゴーヤづくしメニュー
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どもから大人まで夏を満喫！！
～ 第３５回斑鳩町商工まつり ～

7 / 2 5 ・いかるがホール、斑鳩南中学校　東側駐車場

　斑鳩町の夏の恒例行事となりました、斑鳩町商工まつりが今年も行
われました。暑い日ざしの中、多くの人が来
場し、朝から夜まで楽しい１日となりました。
　いかるがホールの大ホールでは、「子ども
ステージいかるが」と題し、子どもたちの元
気いっぱいのステージイベントがあり、子ど
もの勇姿に世代を越えて喜んでおられまし
た。毎年大人気のビンゴ大会では、子どもの
元気な声がホールいっぱいに広がりました。
　小ホールでは、Ｈａｐｐｙブース（癒しの
ブース）や子どもの遊び場、工作教室が設け
られ、親子そろって楽しい時間を過ごされて
いました。
　夜は模擬店や屋台を楽しみながら、夜空を
かざる打ち上げ花火を鑑賞。花火が上がるた
びに歓声が上がり、それぞれの想いをのせた
メモリアル花火は、きっと相手に届いたこと
でしょう。

子

どもの笑顔があふれる　夏まつり
～ 第18回　斑鳩の里子ども夏まつり ～

7 / 1 2 ・中央公民館

　地域の子どもたちは地域の大人で守る。子ども
たちがその実感を得られるまちづくりをめざし
て、「斑鳩の里子ども夏まつり」が今年も開催され、
友だち同士や、家族連れなど多くの人でにぎわい
ました。
　会場には、いろいろな遊びのコーナーや、多く
の屋台、出店などが並び、子どもたちは、こま回
しなど、今ではなかなか触れる機会がなくなって
しまった、なつかしい遊びを教えてもらうなど、
大人と一緒に、年１回のおまつりを存分に楽しん
でいました。

子みは出したらどこへ行く？
～ ごみのゆくえ探検ツアー ～

　自分たちの出したごみが、どこへ運ばれ、どのよ
うに処理されているのかを実際に見てみようと、毎
年恒例の「ごみのゆくえ探検ツアー」が開催されま
した。
　今回は、可燃ごみの焼却施設、小型家電のリサイ
クル施設、生ごみや剪定枝葉のたい肥化施設を見学
しました。初の土曜日開催ということもあり、親子
で楽しく見学される姿も。参加者からは、「生ごみ
があんなに時間をかけてたい肥に変わっていたなん
てびっくり！」「買い物をするときは良く考えてか
ら買おうと思った」といった感想が聞かれ、日ごろ、
何気なく行動していたことを考え直すきっかけに
なったようです。

ご

7 / 1 1 ・三重中央開発（株）、（株）大栄工業

▲子どもたちの元気
　　いっぱいのステージ

▲Ｈａｐｐｙブースに
　癒され中

▲三重中央開発（株）
　可燃ごみ焼却棟

▼�（株）大栄工業　たい
肥の中はほっかほか！

▲夜空に咲く美しい花火

▲パゴちゃんも登場し、
　　子どもたちは大喜び！
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国少年少女レスリング選手権大会に出場！！
～斑鳩レスリングクラブ　表敬訪問～

7 / 2 1 ・町長室

　７月24日～７月26日に東京都（国立代々木競
技場第一体育館）で開催される第32回全国少年
少女レスリング選手権大会に斑鳩レスリングクラ
ブから尾浦壮

たけ

流
る

さん（斑鳩小学校６年）、尾浦悠
はる

斗
と

さん（斑鳩小学校４年）が出場することとなり、
町長室へクラブの仲間と報告に訪れました。
　出場する尾浦さんは兄弟での出場となり、「と
もに最後まであきらめずに頑張ります。」と抱負
を語られました。
　町長からは「大会出場おめでとう。日ごろの成
果を発揮して悔いのないよう頑張ってほしい。」
と激励の言葉をかけられていました。

全

界スカウトジャンボリーに参加！！
～ ボーイスカウト生駒第５団　表敬訪問 ～

　７月29日～８月８日に山口県山口市で開催され
る第23回世界スカウトジャンボリーにボーイスカ
ウト生駒第５団のベンチャースカウト隊から橋本飛

あ

鳥
すか

さん、橋爪浩
こう

希
き

さんが参加することとなり、橋爪
さんが町長室へ報告に訪れました。
　参加する橋爪さんは４年ぶりの世界大会で、日本
では44年ぶりに開催されることもあり、「世界から
多くの参加者が集まるこの機会にさまざまな国の人
と交流したい。」と抱負を語られました。
　町長からは「斑鳩を代表して、精一杯頑張ってき
てほしい。」と激励の言葉をかけられていました。

世

7 / 2 1 ・町長室

日本小学生女子ソフトボール大会に出場！！

～ 石河　仁
に の

乃さん　表敬訪問 ～
7 / 2 1 ・町長室

　７月31日～８月３日に富山県富山市で開催さ
れる第29回全日本小学生女子ソフトボール大会
に斑鳩西小学校４年生の石河仁乃さんが出場する
こととなり、町長室へ報告に訪れました。
　石河さんは「初めての全国大会で緊張していま
すが、一生懸命頑張ります。」と抱負を語られま
した。
　町長からは「日ごろの練習の成果を発揮して、
精一杯頑張ってきてほしい。」と激励の言葉をか
けられていました。

全

鳩の農業振興に向けて！
～ 斑鳩町農業振興会「苗づくり研修会」～

　斑鳩町の農業振興に向けた取り組み、そして町民
のみなさんに農業に親しんでいただく一環として、
斑鳩町農業振興会の主催で、苗づくり研修会が開催
されました。
　当日は炎天下の中ではありましたが、小城町長か
らの激励あいさつの後、約80人の参加者らは、農
業振興会からの熱心な説明を受けながら、キャベツ、
ブロッコリーの苗づくりに挑戦しました。また、斑
鳩町の生ごみ、枝葉･草類の分別からできた「たい肥」
を使用。この研修を機に、これからの農業振興、発
展が期待される有意義な時間となりました。

斑

8 / 2 ・斑鳩町役場　東側駐車場

▼みんなの力で農業振興へ！

▲�熱心に苗づくりする参加者
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平成２８年１月から、こんな場面で、マイナンバーを使います

国や地方公共団体などで利用します
　国の行政機関や地方公共団体などにおいて、マイナンバーは、社会保障、税、災害対策の分野
で利用されることになります。このため、住民のみなさんには、年金・雇用保険・医療保険の手
続き、児童手当など福祉の給付、確定申告などの税の手続きなどで、申請書などにマイナンバー
の記載を求められることとなります。

民間企業でもマイナンバーを取り扱います
　民間企業は、従業員の健康保険や厚生年金の加入手続きを行ったり、従業員の給料から源泉徴
収して税金を納めたりしています。また、証券会社や保険会社などの金融機関でも、税金・配当
金・保険金などの税務処理を行っています。平成28年１月以降は、これらの手続きを行うため
にマイナンバーが必要となります。そのため、企業や団体にお勤めの人や金融機関とお取引のあ
る人は、勤務先や金融機関にご本人やご家族のマイナンバーを提示する必要があります。

問合せ　マイナンバー制度全般に関すること
（マイナンバー全国共通ナビダイヤル）	 … ☎0570-20-0178

　　　　マイナンバー制度に対する町の取り組みに関すること	… 企画財政課（☎内線253）
　　　　マイナンバー通知に関すること	 … 住　民　課（☎内線161）

マイナンバー制度　安全・安心なしくみづくり
●個人情報を分散管理し、芋づる式の情報漏えいを防ぎます。
●なりすまし防止のために、行政手続きなどで、マイナンバーのみの本人確認は行いません。
●システムの接続制限を行い、通信の暗号化を行います。
●マイナンバーの漏えいや目的外収集に対する罰則を強化しています。

　平成27年10月～12月の間に、みなさんの住民票の住所に、マイナンバーの通知をお届けし
ます。通知を確実にお受け取りいただくため、今のお住まいと、住民票の住所が異なる人は、お
住まいの市町村に、住民票の異動をお願いします。
※ �DV被害など、やむを得ない理由により住民票の所在地で通知を受け取ることができない人は、
９月25日（金）までに住民課に居所情報登録の申請をしてください。

❸

毎年６月の児童手当の現況届
の際に、町にマイナンバーを
提示します

証券会社や保険会社などにマ
イナンバーを提示し、法定調
書などに記載します

健康保険を受給しようとする
ときに健康保険組合にマイナ
ンバーを提示します

勤務先にマイナンバーを提示
し、源泉徴収票などに記載し
ます
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保
健
セ
ン
タ
ー

サ
ポ
ー
タ
ー

★ 

が
ん
検
診
啓
発
運
動
展
開
中
！

　

保
健
セ
ン
タ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
現
在
41

人
で
活
動
、
定
例
会
は
年
４
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
で
の
が
ん
検

診
時
の
お
手
伝
い
が
主
な
仕
事
で
す
。
受
診

さ
れ
る
住
民
の
み
な
さ
ん
の
受
付
、
誘
導
を

し
て
い
ま
す
。
常
に
力
を
注
い
で
い
る
の
は
、

が
ん
検
診
の
啓
発
運
動
で
す
。
ま
ず
は
、キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
活
動
を
は
じ
め
、
が
ん
に
関
す
る

冊
子
を
つ
く
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ご
家
族
と

ご
近
所
の
み
な
さ
ん
に
検
診
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
ま
す
。

★ 
が
ん
に
関
す
る
ミ
ニ
冊
子

「
が
ん
検
診
の
す
す
め
」

　

若
い
世
代
の
人
に
も
ご

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

町
内
の
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
の
各
教
室
に
ミ
ニ
冊

子
「
が
ん
検
診
の
す
す
め
」

を
置
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
懇
談
時
に
お
読
み
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
公
民
館
、
図
書
館
に
も
配
布
す

る
予
定
で
す
。
絵
本
の
よ
う
な
冊
子
で
ク
イ

ズ
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で

も
読
み
や
す
く
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
今
日
も
カ
ラ
ダ
は
、が
ん
と
戦
っ
て
い
る
」

と
い
う
項
目
だ
け
で
も
一
度
、
目
を
通
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

★ �

活
動
を
通
じ
て
こ
ん
な
良
い

こ
と
が
♪

　

①
健
康
に
関
す
る
知
識
が
広
が
る
。

　

②
新
し
い
仲
間
が
で
き
る
。

　

③�

住
民
の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
が
で

き
る
。

★ �

毎
年
９
月
に
健
康
増
進
普
及

月
間
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

　

健
康
に
関
す
る
ク
イ
ズ
な
ど
で
楽
し
み
な

が
ら
、
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

企
画
し
て
い
ま
す
。

★ 

が
ん
の
早
期
発
見
で
助
か
る
命

　

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
検
診
を
受
け
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
検
診
費
用

は
町
が
負
担
し
て
い
る
の
で
基
本
的
に
無
料

で
す
。
待
ち
時
間
に
は
、
少
し
で
も
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
の
で
気
軽
に
受
診
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

★ 

仲
間
を
募
集
中
!!

　

各
幼
稚
園
、
学
校
で
は
同
じ
時
期
に
参
観

や
懇
談
が
あ
り
、
受
診
勧
奨
を
す
る
の
に
手

分
け
し
て
も
現
在
の
人
数
で
は
ま
だ
ま
だ
追

い
つ
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
と
一
緒
に
、
住
民

の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ

る
仲
間
を
募
集
中
で
す
。

★ 

協
働
と
し
て
の
取
り
組
み

　

斑
鳩
町
保
健
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
、
が

ん
検
診
や
、
健
康
教
室
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。
住
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
健
康

で
明
る
く
暮
ら
せ
る
斑
鳩
町
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

取
材
を
終
え
て

　

住
民
の
健
康
を
第
一
に
考
え
活
動
し
て
お

ら
れ
、
改
め
て
健
康
の
大
切
さ
を
思
い
ま
し

た
。
私
も
毎
回
、
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
ま

す
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
ス

ム
ー
ズ
に
受
診
で
き
ま
す
。
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

（
担
当
：
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ア
メ
ン
バ
ー

記
事
・
取
材　

亀
井
元
美
、
佐
伯
由
美
）

▲�小学校へ「がん検診の
すすめ」を配布する保
健センターサポーター

▲「がん検診のすすめ」作業のようす

協働 ～ 住民活動団体の取り組み紹介～
　協働に対する理解促進をはかることを目的に、現在協働
事業に取り組まれている住民活動団体や事業者の紹介をし
ています。
　広報の取材や記事の作成は住民有志のメンバーと町職員
が協働で行っています。

　今回は
　　「保健センターサポーター」
　　　　　さんにお話を伺いました。

　問合せ　総務課（☎内線２７３）
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斑鳩文化財センター
（☎0745―70―1200）

※�「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて11（毎月11日は人権を確かめあう日）とい
う意味です。

発掘調査から30周年を迎えた藤ノ木古墳
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朱し
ゅ
塗ぬ

り
の
石
棺
や
み
ご
と
な
金こ
ん

銅ど
う
製せ
い
馬ば

具ぐ

の
発
見
で
日
本
中
の
注

目
を
あ
び
た
藤
ノ
木
古
墳
の
第
１

次
調
査
か
ら
、
今
年
で
30
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
藤
ノ
木
古
墳
の
30
年
間

の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

第
１
次
調
査
（
１
９
８
５
年
）

　

昭
和
60
年
の
調
査
で
は
、
朱
塗
り
の
家

形
石
棺
が
お
さ
め
ら
れ
た
大
型
の
横
穴
式

石
室
が
見
つ
か
っ
た
う
え
、
現
在
で
も
世

界
一
優
美
な
馬
具
と
言
わ
れ
て
い
る
金
銅

製
馬
具
の
発
見
で
、
藤
ノ
木
古
墳
は
一
躍

有
名
に
な
り
ま
し
た
。

第
２
・
３
次
調
査
（
１
９
８
８
年
）

　

昭
和
63
年
に
は
、
石
棺
内
へ
の
フ
ァ
イ

バ
ー
ス
コ
ー
プ
調
査
を
経
て
、
開
棺
調
査

が
実
施
さ
れ
、
金
銅
製
冠
や
装
飾
性
豊
か

な
刀
剣
な
ど
数
万
点
に
及
ぶ
副
葬
品
が
埋

葬
当
時
の
ま
ま
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ

の
調
査
内
容
は
毎
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
や

新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
、
話
題
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
社
会
現
象
は
「
藤
ノ
木

フ
ィ
ー
バ
ー
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

整
備
に
向
け
て

（
１
９
９
１
～
２
０
０
６
年
）

　

平
成
３
年
の
史
跡
指
定
を
受
け
、
翌
年

か
ら
す
で
に
国
有
地
で
あ
っ
た
墳
丘
以
外

の
史
跡
地
を
公
有
化
し
ま
し
た
。
ま
た
平

成
５
年
に
は
、
前
斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ

ン
タ
ー
長
の
故
樋ひ

口ぐ
ち

隆た
か

康や
す

氏
を
委
員
長

と
し
た
「
史
跡
藤
ノ
木
古
墳
整
備
検
討
委

員
会
」
を
組
織
し
て
、
整
備
手
法
や
石
室

閉
塞
部
と
墳
丘
周
辺
の
発
掘
調
査
の
ほ

か
、
文
化
財
の
保
存
工
学
的
調
査
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
ご
指
導
い
た
だ
き
、
整
備
工

事
の
準
備
を
す
す
め
ま
し
た
。

藤
ノ
木
古
墳
と
斑
鳩
文
化
財
活
用

セ
ン
タ
ー
の
整
備

（
２
０
０
６
～
２
０
１
４
年
）

　

整
備
工
事
は
、平
成
18
年
か
ら
開
始
し
、

石
室
内
を
車
イ
ス
で
見
学
で
き
る
よ
う
に

し
た
整
備
工
事
は
平
成
20
年
に
完
了
し
ま

し
た
。
そ
し
て
石
室
の
特
別
公
開
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
見
学
者
に
き
て
い

た
だ
き
、そ
の
後
も
毎
年
実
施
し
て
い
る
、

春
と
秋
の
特
別
公
開
に
は
、
現
在
で
も
１

日
に
千
人
を
超
す
見
学
者
に
来
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
３
月
に
は
、
そ

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
を
兼
ね
備
え
た
「
斑

鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
」が
開
館
し
、

毎
年
秋
に
は
国
宝
藤
ノ
木
古
墳
出
土
品
の

里
帰
り
展
を
開
催
し
、
藤
ノ
木
古
墳
の
情

報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

藤
ノ
木
古
墳
発
掘
調
査
30
周
年
を
記
念

し
た
藤
ノ
木
古
墳
出
土
品
の
里
帰
り
展

は
、
10
月
29
日（
木
）か
ら
11
月
29
日（
日
）

ま
で
、
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す

る
と
と
も
に
、
11
月
３
日（
祝
・
火
）に
は
、

藤
ノ
木
古
墳
を
テ
ー
マ
と
し
た
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
10
月
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

▶
見
つ
か
っ
た
当
初
の
石
室
内



　携帯電話やビデオ、カメラには、金
や銅など「レアメタル」と呼ばれる金
属が使われているんだって。これらの
金属を取り出してリサイクルする取り
組みがはじまっているよ。

環境対策課
（☎内線133）

小型家電は
捨てたらもったいない
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７月の生ごみたい肥化量33,256㎏
可燃ごみの12.5％をたい肥化できました　※モデル世帯数4,718世帯（７月末）

毎月10日と20日は陶器回収の日〈９月の陶器等回収日〉
　９月１０日（木）・９月２４日（木）
　役場環境対策課（午前８時30分～午後５時30分）
　衛生処理場（幸前2-8-9）（午前８時30分～午後３時30分）
※衛生処理場のみ、９月12日（土）、９月27日（日）も受け付けします。

　

奈
良
弁
護
士
会

　
　
（
奈
良
市
中
筋
町
22
番
地
の
１
）

　
（
☎
０
７
４
２
㉒
２
０
３
５
）

　
（
fax
０
７
４
２
㉓
８
３
１
９
）

　

奈
良
弁
護
士
会
で
は
、
広
く
一
般
の
人

に
法
的
知
識
の
普
及
を
は
か
る
た
め
、
毎

月
第
２
土
曜
日
に
、
無
料
で
法
律
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
身
近
な
法
律
問
題
を
取
り

上
げ
、
弁
護
士
が
講
師
と
な
っ
て
、
一
般

の
人
に
わ
か
り
や
す
く
講
義
し
ま
す
。

日
程
・
講
座
内
容

　

９
月
12
日（
土
）
消
費
者
問
題

　

10
月
10
日（
土
）
相
続
・
遺
言

　

11
月
14
日（
土
）
交
通
事
故

　

12
月
12
日（
土
）
労
働
問
題

（
平
成
28
年
）

　

１
月
9
日（
土
）
近
隣
ト
ラ
ブ
ル

　

２
月
13
日（
土
）
成
年
後
見

　

３
月
12
日（
土
）
建
築
に
関
す
る
紛
争

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
奈
良
弁
護
士
会
館

申�

込　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
ｆ
ａ
ｘ
で
、
希
望

講
座
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
奈
良
弁
護
士
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　昨年７月から、これまで埋め立て
処理されていた小型家電のリサイク
ルがはじまっています。
　回収した小型家電は、国の認定を
受けた事業者が、分解・破砕し、金
属類やプラスチックなどに選別し、
資源として再生されます。

パゴちゃんからのお願い

回収ボックス設置場所
　斑鳩町役場、中央公民館、生き生きプラザ斑鳩、いかるがホール、ふ
れあい交流センターいきいきの里、イオンいかるが店、ドラッグストア
木のうた法隆寺店

回収できるもの
　携帯電話・PHS、パソコン、電話機、携帯型ラジオ、カメラ、ビデオ・
DVDレコーダー、音楽プレーヤー、ヘッドホン、ICレコーダー、補聴器、
ハードディスク、USBメモリ、電子書籍、電子辞書、電卓、ゲーム機、
電子血圧計、電子体温計、理容用機器、懐中電灯、時計、カー用品（カー
ナビなど）、これらの付属品

注意点
・�大きさは、回収ボックスの投入口（35㎝×20㎝）に入るものに限り
ます。

・個人情報は自己責任で消去してください。
・一度投入されたものは取り出せません。

小型家電は、
お近くの回収ボックスへ！！

「
市
民
法
律
講
座
」
のご案

内

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）
可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

７月

６月

５月

平成27年度

平成26年度

平成27年度

平成26年度

平成27年度

平成26年度

▶�

事
業
者
に
運
ば
れ
て
、
品
目
ご
と
に

分
類
さ
れ
る
よ
。（
７
月
11
日
ご
み

の
ゆ
く
え
探
検
ツ
ア
ー
）
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斑
鳩
町
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会

（
愛
称 

エ
コ
る
が
）
で
は
、「
エ
コ
川
柳
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
の
生
活
の
中
で
、
こ
れ
っ
て
エ
コ

だ
な
と
感
じ
る
こ
と
、
自
分
が
心
が
け
て

い
る
こ
と
な
ど
、環
境
に
つ
い
て
、五
・
七
・

五
の
リ
ズ
ム
に
の
せ
て
楽
し
く
川
柳
を
よ

ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

募
集
テ
ー
マ

　

ご
み
問
題
、
地
球
温
暖
化
問
題
な
ど
、

身
近
な
環
境
に
つ
い
て

募
集
点
数

　

一
人
何
作
品
で
も
可

応
募
資
格

　

町
在
住
・
在
勤
の
人

応
募
方
法

①�

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
応
募
箱
（
役
場
環
境
対
策
課
、
中

央
・
東
・
西
公
民
館
、
生
き
生
き
プ
ラ

ザ
斑
鳩
総
合
窓
口
）
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。

②�

は
が
き
（
〒
６
３
６
‐
０
１
９
８　

斑

鳩
町
役
場
）、
ｆ
ａ
ⅹ
（
０
７
４
５
�

１
０
１
１
）、
Ｅ
メ
ー
ル
（kankyou@

town.ikaruga.nara.jp

）
で
も
応
募
で

き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
応
募
者
の
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
締
切

　

10
月
31
日（
土
）
必
着

審
査
・
賞

　

エ
コ
る
が
が
、
応
募
作
品
の
中
か
ら
優

秀
作
品
を
選
び
、
最
優
秀
作
品
は
、
環
境

イ
ベ
ン
ト
（
11
月
15
日
開
催
予
定
）
の
参

加
者
の
投
票
で
選
び
ま
す
。

　

優
秀
作
品
（
５
点
程
度
）
に
は
、
賞
状

と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

優
秀
作
品
は
、
町
の
広
報
紙
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
す
る
な
ど
、
広
く
紹

介
し
ま
す
。

そ
の
他

・�
作
品
は
自
作
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。

・
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・�

優
秀
作
品
の
著
作
権
は
、
エ
コ
る
が
に

帰
属
し
ま
す
。

　

斑
鳩
町
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会

（
愛
称 

エ
コ
る
が
）
は
、
住
民
、
事
業
所
、

関
係
団
体
が
連
携
し
、
地
域
に
お
い
て
地

球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
自
主
的
・
自
発

的
な
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
24
年
10
月
に
設
立
し
た
団
体
で

す
。

　
「
も
っ
た
い
な
い 

未
来
へ
つ
な
ぐ
斑
鳩

の
里
」
を
活
動
テ
ー
マ
に
、
緑
の
カ
ー
テ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
推
進

運
動
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
環
境
教
室

な
ど
地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
活
動
し
て
く
だ
さ
る
人
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
下
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
で
何
か
や
っ
て
み
た
い
人
！

子
ど
も
た
ち
に

　
　
　「
エ
コ
」
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
人
！

私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う

問
合
せ　
エ
コ
る
が
事
務
局

　

役
場　

環
境
対
策
課（
☎
内
線
１
３
３
）

▲�環境イベントで
昔遊びを体験

◀
幼
稚
園
の

　
　
　

環
境
教
室

▶�

ゴ
ー
ヤ
で
エ
コ

ク
ッ
キ
ン
グ
教

室

川
柳
で
　
楽
し
く
エ
コ
を
　
よ
ん
で
み
よ
う
♪

エ
コ
川
柳
募
集
中



主な連絡先
斑鳩町役場
	 ☎0745-74-1001
上水道課
	 ☎0745-74-1401
下水道課
	 ☎0745-74-2406
町立図書館
	 ☎0745-75-7733
中央公民館
	 ☎0745-74-1511
東公民館
	 ☎0745-74-4122
西公民館
	 ☎0745-75-3911
中央体育館
	 ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
	 ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
	 ☎0745-70-1000
保健センター
	 ☎0745-70-0001
斑鳩町観光協会
	 ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
	 ☎0745-74-0990
衛生処理場
	 ☎0745-74-2371
西老人憩の家
	 ☎0745-74-1517
東老人憩の家
	 ☎0745-74-5050
三室休日診療所
	 ☎0745-74-4100
いかるがホール
	 ☎0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
	 ☎0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター
☎0745-75-4000

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。

● 

広　
告　
枠 

●

162015.9  広報 

対�

象　
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

募
集
人
数　
若
干
名

応�

募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
お
よ
び
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

生
涯
学
習
課
へ
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
連

絡
ま
た
は
メ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

宛
先　
〒
６
３
６
‐
０
１
９
８

　

�
斑
鳩
町
役
場　

生
涯
学
習
課　
「
成
人

式
」
係

　

Ｅ
メ
ー
ル
：

　

syougai@
town.ikaruga.nara.jp

平
成
28
年

　
成
人
式
の
受
付
募
集

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
７
）

　

平
成
28
年
成
人
式
当
日
に
受
付
の
お
手

伝
い
を
し
て
く
れ
る
新
成
人
を
募
集
し
ま

す
。

日
程
・
集
合
時
間

　

平
成
28
年
１
月
11
日（
祝
・
月
）

　

午
前
９
時
30
分　

い
か
る
が
ホ
ー
ル

　

大
ホ
ー
ル
前
集
合

成
人
式
の
日
程
・
場
所

　

平
成
28
年
１
月
11
日（
祝
・
月
）

　

午
前
10
時
30
分
～
、

　

い
か
る
が
ホ
ー
ル

　

大
ホ
ー
ル

人
権
擁
護
委
員
に　
　
（
敬
称
略
）

　
中　
塩　
利　
明
（
再
任
）

　
池　
元　
秀　
次
（
再
任
）

　

７
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
、
法
務
大
臣

か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 8日㈫、15日㈫、29日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
24日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ　住民課
（☎内線163）

3日㈭、10日㈭、17日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 9日㈬（毎月第2水曜日）

13:00～16:00
行 政 相 談 1日㈫（毎月第1火曜日）
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

☎0744442055
fax0744442056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉課
（☎内線125）

女性のための相談
11日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3025日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 19日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

● 

募　
　
集 

●

921
9
30

～／

／

921
9
30

～／

／

マナーアップ大和路21  マナーアップ大和路21  
～思いやる 心ひとつで 事故はゼロ～～思いやる 心ひとつで 事故はゼロ～

秋の交通安全運動秋の交通安全運動秋の交通安全運動秋の交通安全運動秋の交通安全運動

※相談の時間が₉：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

９月の相談
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斑
鳩
の
里
文
化
芸
術
祭
作
品
募
集

　

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
７
）

　

斑
鳩
の
里
・
文
化
芸
術
祭
で
行
わ
れ
る

「
斑
鳩
町
美
術
展
覧
会
・
菊
花
展
」
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

美
術
展
覧
会

出
品
受
付
・
搬
入　
中
央
公
民
館

　

�

☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
（
水
曜
日
休

館
日
）10
月
12
日（
祝
・
月
）～
26
日（
月
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
水
曜
日
を
除

く
）

出�

品
品
目　

洋
画
、
日
本
画
、
水
墨
画
、

書
（
拓
本
を
除
く
）、
写
真
、
工
芸
（
彫

塑
・
陶
芸
・
き
り
絵
・
染
色
）（
手
芸

に
属
す
る
も
の
は
除
く
）

※
１
人
１
部
門
１
点
と
す
る
。

※�

作
品
の
持
込
は
、
必
ず
単
品
で
包
装
・

梱
包
す
る
も
の
と
す
る
。

出�

品
資
格　
町
在
住
・
在
勤
の
人
、
斑
鳩

美
術
協
会
員

審�

査　
出
品
作
品
は
、
全
て
審
査
し
、
入

選
作
品
だ
け
を
展
示
し
ま
す
。

作
品
の
大
き
さ

　

洋
画

　

�　
８
号
以
上
50
号
以
内
（
た
だ
し
、
50

号
は
縦
型
に
限
る
）
の
枠
張
額
装
と
す

る
。
油
絵
、
水
彩
画
、
ア
ク
リ
ル
画
、

パ
ス
テ
ル
画
と
も
こ
れ
に
準
ず
る
。

　

日
本
画

　

�　
８
号
以
上
50
号
以
内
（
た
だ
し
、
50

号
は
縦
型
に
限
る
）
の
枠
張
額
装
と
す

る
。

　

水
墨
画

　

�　
宣
紙
半
切
２
／
３
以
内
。
額
装
と
す

る
。
長
さ
は
、
１
ｍ
以
内
と
す
る
。

　

写
真

　

�　
半
切
以
上
（
た
だ
し
、
デ
ジ
タ
ル
プ

リ
ン
ト
は
Ａ
３
サ
イ
ズ
以
上
）
の
単
写

真
と
し
、
枠
張
ま
た
は
額
装
と
す
る
。

　

書
　

�　
額
装
・
軸
装
も
し
く
は
パ
ネ
ル
と
し
、

作
品
は
２
．
２
㎡
以
内
と
す
る
。
色
紙

は
不
可（
額
装
さ
れ
て
い
る
場
合
は
可
）

　

工
芸

　

�　
縦
・
横
・
幅
の
合
計
が
２
ｍ
以
内
で
、

１
辺
が
１
ｍ
50
㎝
以
内
と
す
る
。版
画
・

切
絵
は
、
８
号
以
上
50
号
以
内
の
枠
張

額
装
と
す
る
。（
た
だ
し
、
切
絵
に
つ

い
て
は
、
50
号
は
縦
型
の
み
で
最
大
幅

１
１
６
．
７
㎝
と
す
る
）
申
込
時
に
必

ず
作
品
展
示
用
レ
イ
ア
ウ
ト
図
を
提
出

す
る
こ
と
。

菊
花
展

出
品
受
付　
中
央
公
民
館

　

�

10
月
12
日（
祝
・
月
）～
26
日（
月
）午

前
９
時
～
午
後
５
時（
水
曜
日
を
除
く
）

※
出
品
受
付
の
み

搬
入　
い
か
る
が
ホ
ー
ル
正
面
玄
関
前

　
　
　

10
月
24
日（
土
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

出
品
資
格　
町
在
住
の
人

作
品
の
内
容

　

大�

菊
３
本
仕
立　

９
号
鉢
、
４
鉢
組
、

色
は
赤
、
白
、
黄
を
混
ぜ
る

　

だ
る
ま
作
り　
７
号
鉢
、
３
色
３
鉢

　

福
助
作
り　
　

５
号
鉢
、
３
色
３
鉢

　

そ�

の
他　
　

小
菊
盆
栽
、
懸
崖
、
寄
植
、

盆
用

※�

要
領
に
つ
い
て
は
、
各
公
民
館
・
図
書

館
・
生
涯
学
習
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

萌も
え

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５

～
み
ん
な
で
つ
な
ご
う
地
域
の
輪
～

　
　

社
会
福
祉
法
人　

萌

　
　
　
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

コ
ス
モ
ー
ル
い
こ
ま

　
（
☎
０
７
４
３
�
０
９
０
０
）

　

社
会
福
祉
法
人
萌
が
地
域
交
流
啓
発
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら

精
神
疾
患
や
精
神
障
害
に
つ
い
て
知
る
機

会
に
し
ま
せ
ん
か
？
事
前
の
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
19
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
5
時

場�

所　
た
け
ま
る
ホ
ー
ル
・
に
ぎ
わ
い
広

場
ベ
ル
ス
テ
ー
ジ

内�

容　

講
演
会
「
日
々
新
た
な
出
会
い
、

挑
戦
、発
見
！
」フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

山
本
浩
之
さ
ん
、
生
駒
台
ジ
ュ
ニ
ア
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
、
講
演
「
や
さ
し
い

く
す
り
の
話
」、当
事
者
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
授
産
品
販
売
、
作
品
展
示

人
権
セ
ミ
ナ
ー

　

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
７
）

日
時　
９
月
29
日（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

演�

題　
「
認
知
症
の
介
護
か
ら
見
え
て
き

た
も
の
」

講
師　
公
益
社
団
法
人
認
知
症
の
人
と

　
　
　
　
　

家
族
の
会　

奈
良
県
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

屋
敷　

芳
子　

氏

● 

催　
　
し 

●
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生
以
上
）、走
り
幅
跳
び
、立
ち
幅
跳
び
、

リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
人
）

申�

込　
９
月
14
日（
月
）～
28
日（
月
）ま
で

に
中
央
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

所
得
状
況
届
に
つ
い
て

　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
４
）

　

現
在
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
る
み
な
さ
ん
は
、
所
得
状
況
届
を

必
ず
９
月
10
日（
木
）ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

募
集
を
行
っ
て
お
り
、現
在
は
、「
秋
桜（
コ

ス
モ
ス
）
の
会
」
と
「
さ
ざ
ん
か
の
会
」

の
２
団
体
23
人
の
み
な
さ
ん
が
町
の
認
定

を
受
け
、
除
却
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

斑
鳩
の
美
し
い
自
然
・
歴
史
景
観
を
守

る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
違
反
広
告

物
の
除
却
を
行
っ
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
を
引
き
続
き
募
集
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

対�

象
団
体　
町
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
２
人
以
上
の
団
体

活�

動
内
容　
道
路
上
に
掲
出
さ
れ
て
い
る

違
反
広
告
物
の
除
却

そ�

の
他　
除
却
活
動
に
必
要
な
道
具
（
ニ

ッ
パ
ー
や
ス
ク
レ
ー
パ
ー
な
ど
）
は
町

で
貸
し
出
し
ま
す
。

※�

屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
場
合
は
、
手

続
き
が
必
要
で
す

　

屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
場
合
は
、
色

彩
や
大
き
さ
な
ど
の
基
準
を
満
た
し
て
い

る
必
要
が
あ
り
、
基
準
を
満
た
し
て
い
る

も
の
に
対
し
て
掲
出
の
許
可
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
屋
外
広
告
物
業
を
営
む
場
合
は
奈

良
県
知
事
（
奈
良
市
内
の
場
合
は
奈
良
市

長
）
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。
看
板
な
ど

を
設
置
す
る
場
合
は
、
必
ず
登
録
業
者
に

依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日�

時　
９
月
27
日（
日
）午
前
９
時
30
分
～

　

予
備
日　

11
月
8
日（
日
）

場�

所　
す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

資�

格　
町
在
住
・
在
勤
の
人
（
高
校
生
以

上
）

試�

合
方
法　
各
ク
ラ
ス
別
ダ
ブ
ル
ス
に
よ

る
リ
ー
グ
戦

ク�

ラ
ス
区
分　
男
子
一
般
、
女
子
、
男
子

学
生
、
女
子
学
生

　

�

ク
ラ
ス
分
け
お
よ
び
編
成
は
参
加
状
況

に
合
わ
せ
て
当
日
会
場
で
行
い
ま
す
。

申�

込　

９
月
７
日（
月
）～
21
日（
祝
・
月
）

ま
で
に
中
央
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル

日
時　
10
月
３
日（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
45
分
～

場
所　
斑
鳩
健
民
運
動
場

資�

格　
町
在
住
・
在
勤
の
人
（
小
学
生
以

上
）

内�

容　

50
ｍ
走
（
小
学
生
記
録
会
）、

１
０
０
ｍ
走
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ（
小

学
生
）、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
（
中
学

「
９
月
は

屋
外
広
告
物
適
正
化
月
間
」

～
違
反
広
告
物
の
除
却
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
～

　

都
市
整
備
課
（
☎
内
線
２
９
３
）

　

斑
鳩
町
は
、
多
く
の
歴
史
文
化
遺
産
と

一
体
を
な
す
歴
史
的
風
土
と
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
た
地
で
す
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
自

然
・
歴
史
景
観
と
調
和
し
た
屋
外
広
告
景

観
を
創
造
す
る
た
め
に
は
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
な
か
に
は
ル
ー
ル

を
守
ら
ず
に
掲
出
さ
れ
た
広
告
物
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

道
路
上
の
電
柱
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど

へ
、
は
り
紙
、
は
り
札
、
立
看
板
な
ど
の

広
告
物
を
掲
出
す
る
こ
と
は
、
原
則
と
し

て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
場
所

へ
掲
出
さ
れ
た
違
反
広
告
物
は
、
ま
ち
の

景
観
を
悪
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
交
差
点

に
お
い
て
見
通
し
の
妨
げ
と
な
る
な
ど
、

交
通
安
全
上
も
問
題
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
で
は
、
環
境
保
全
推
進

委
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
、
巡
視
活
動
時

に
発
見
さ
れ
た
違
反
広
告
物
の
報
告
を
受

け
除
却
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
定
期
的
な

パ
ト
ロ
ー
ル
と
除
却
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
み
な
さ
ん
で
除
却
を

行
っ
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請
受
付
を
開
始
し
ま
し
た

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
４
・
１
２
５
）

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
受
付
期
間
は

９
月
１
日（
火
）か
ら
12
月
１
日（
火
）で
す
。

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
に
は
、

町
か
ら
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
行
わ
れ
な
い

場
合
、
辞
退
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（http://www.town.ikaruga.nara.jp/

）

中
央
体
育
館（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

問合せ
申込

● 

ス
ポ
ー
ツ 

●

● 

手
続
き 

●

● 

お
知
ら
せ 

●
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奈
良
県
立
西
和
養
護
学
校

「
就
学
相
談
、
教
育
相
談
並

び
に
体
験
学
習
」
の
ご
案
内

　
　

奈
良
県
立
西
和
養
護
学
校

　
（
☎
０
７
４
５
�
２
１
１
１
）

　

西
和
養
護
学
校
で
は
、
小
学
部
、
中
学

部
、
高
等
部
に
お
い
て
、
障
が
い
の
あ
る

幼
児
や
児
童
、
生
徒
の
保
護
者
の
人
々
に

対
し
て
、
就
学
相
談
、
教
育
相
談
並
び
に

体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

西
和
養
護
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校

「
第
２
回
体
験
学
習
（
小
学
部
）」

と
「
訪
問
教
育
」
の
ご
案
内

　
　

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校

　
（
☎
０
７
４
４
�
３
３
８
０
）

　

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、
平

成
28
年
度
に
入
学
、
転
学
を
希
望
さ
れ
る

障
が
い
の
あ
る
幼
児
、
児
童
と
そ
の
保
護

者
に
対
し
て
、
本
校
の
肢
体
不
自
由
教
育

に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。

日
時　
10
月
16
日（
金
）

　
　
　

午
前
9
時
10
分
～
午
後
1
時

　
　
　

※
給
食
の
試
食
を
行
い
ま
す
。

場
所　
明
日
香
養
護
学
校

　
　
　

高
市
郡
明
日
香
村
川
原
４
１
０

対�

象　
肢
体
不
自
由
を
有
す
る
幼
児
、
児

童
と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者

申
込
締
切　
10
月
２
日（
金
）

　

ま
た
、
本
校
で
は
奈
良
県
内
全
域
を
対

象
に
、
訪
問
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
障

が
い
が
重
い
、病
気
な
ど
健
康
上
の
理
由
、

あ
る
い
は
家
庭
の
都
合
な
ど
で
学
校
に
通

学
す
る
こ
と
の
困
難
な
児
童
の
家
庭
に
教

員
が
訪
問
し
て
行
う
教
育
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
、
明
日
香
養
護
学
校
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。全

国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

（
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０
）

　
　
　

携
帯
電
話
使
用
可

　
　
　

Ｉ
Ｐ
電
話
使
用
不
可

　

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
に
関
わ
る
問

題
全
般
を
人
権
擁
護
委
員
が
無
料
で
電
話

相
談
に
応
じ
ま
す
。（
秘
密
厳
守
）

日
時

■
９
月
７
日（
月
）～
９
月
11
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

■
９
月
12
日（
土
）・
９
月
13
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

問
合
せ

　

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
（
☎
０
７
４
２
㉓
５
４
５
７
）

　

核
家
族
化
・
少
子
化
が
す
す
む
な
か
で
、

子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、
働

く
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
た
ち
を
支
援
す

る
た
め
の
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し

ま
す
。

　

現
在
子
育
て
中
の
人
、
子
育
て
に
一
段

落
し
た
人
、
子
育
て
の
経
験
は
な
い
け
れ

ど
子
育
て
支
援
に
興
味
の
あ
る
人
、
一
緒

に
子
育
て
支
援
を
し
ま
せ
ん
か
。

日　
程　
下
記
の
と
お
り

　

��（
講
師
の
都
合
で
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）

場�　
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
（
11
月

12
日（
木
）の
み
各
町
立
保
育
所
）

対�

象
者　

20
歳
以
上
の
町
在
住
の
人
で
、

講
習
後
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
人

定�　
員　
30
人
（
先
着
順
）

　

※
無
料
託
児
あ
り

費　
用　
無
料

申
込
用
紙
の
交
付
・
受
付

　

�

申
込
用
紙
は
役
場
福
祉
課
で
交
付
し
ま

す
。
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
９
月
17
日（
木
）ま
で
に
福
祉
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
５
）

日　
程　

「
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

受
講
生
募
集

● 

相　
　
談 

●

日　　　　時 内　　容 講　　　師

10/ ８（木） ₉：30～11：30
オリエンテーション
町の支援事業・
子どもと遊び

町職員・保育士

10/15（木） 10：00～11：30 児童虐待について 中央こども家庭相談
センター職員

10/22（木） 10：00～11：30 子どもの食事・
病後児のケア 栄養士・保健師

10/29（木） ₉：30～11：30 乳幼児の応急処置 日本赤十字奈良県支部
11/ ５（木） ₉：30～12：30 普通救命講座 奈良県広域消防組合職員
11/12（木） ₉：30～11：30 保育実習 保育士
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
３
）

　

町
内
の
主
な
公
共
施
設
と
各
地
区
を
結

ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま

す
。
年
末
年
始
を
除
き
、
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
（
振
替
休
日
も
含
む
）
も
毎
日
運
行

し
、
町
在
住
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も
無
料

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

公
共
施
設
を
利
用
す
る
と
き
や
、
日
常

の
お
買
い
物
、
お
出
か
け
な
ど
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
定
員
を
超
え
た
と
き
は
乗
車
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

　

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
３
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
掲
載
す
る
有
料

広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

車
内
だ
け
で
な
く
、
車
外
も
掲
載
で
き

ま
す
の
で
、
お
店
や
会
社
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、

暮
ら
し
に
役
立
つ
広
告
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
掲
載
料
な
ど
詳
し
く
は
、
総
務
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

奈
良
弁
護
士
会

　
（
☎
０
７
４
２
㉒
２
０
３
５
）

　

奈
良
弁
護
士
会
で
は
、「
法
の
日
」
週

間
記
念
行
事
と
し
て
左
記
の
と
お
り
無
料

法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

　

①�

10
月
５
日（
月
）経
済
会
館
（
大
和
高

田
市
大
中
１
０
６‒

２
）

　

②�

10
月
７
日（
水
）奈
良
弁
護
士
会
館

（
奈
良
市
中
筋
町
22
番
地
の
１
）

　

�

①
、
②
と
も
午
前
９
時
30
分
～
12
時
、

午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
（
相
談
時
間
は
１
人
30
分
）

予�

約
方
法　

９
月
７
日（
月
）～
30
日（
水
）

の
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
の

間
に
、
奈
良
弁
護
士
会
へ
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

斑
鳩
町
商
工
会

（
☎
０
７
４
５
�
２
５
０
０
）

　

７
月
11
日
か
ら
販
売
し
ま
し
た
斑
鳩
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、
斑
鳩
プ
レ
ミ
ア
ム
・

リ
フ
ォ
ー
ム
券
の
購
入
に
伴
う
整
理
券
を

お
持
ち
の
人
は
、
早
め
に
商
品
券
、
リ

フ
ォ
ー
ム
券
と
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　

利
用
有
効
期
限
後
は
、
商
品
券
、
リ

フ
ォ
ー
ム
券
の
利
用
が
一
切
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

利
用
有
効
期
限

　
平
成
28
年
１
月
10
日（
日
）ま
で

※�

紛
失
・
有
効
期
限
切
れ
な
ど
で
の
払
い

戻
し
は
一
切
で
き
ま
せ
ん
。

「
法
の
日
」
週
間
記
念
無
料
法
律
相
談

斑
鳩
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、

斑
鳩
プ
レ
ミ
ア
ム
・
リ
フ
ォ
ー
ム
券

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　ご自分の情報が流出しているのでは？など、ご心配な人は、下記専用電話窓口またはお
近くの年金事務所へご相談ください。

　日本年金機構を名乗って口座番号を聞き出そうとする者や、「流出した個人情報を削除し
てあげる」と持ちかけてくる者が現れています。

｢年金情報流出｣ を口実にした犯罪にご注意ください！

●�日本年金機構から、この件でお客さまに電話やメールで連絡することは、⼀切ありません。
　�なお、流出が確認された人への新しい基礎年金番号は、郵送でお知らせします。
●�日本年金機構が、この件でお客さまにお金やキャッシュカードを要求することは、⼀切

ありません。
●�日本年金機構が、この件でお客さまにＡＴＭの操作をお願いすることは、⼀切ありません。

◎�日本年金機構専用電話窓口（通話料はかかりません）
　　☎０１２０－８１８２１１　受�付時間　８：30～21：00（平日および土日）
◎�日本年金機構　奈良年金事務所
　　☎０７４２－３５－１３７２　受付時間　８：30～17：15（平日）

９
月
の
納
税

○
国
民
健
康
保
険
税

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
（
普
通
徴
収
・
第
３
期
分
）

　

…
…
国
保
医
療
課（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料

　
　
　
　
　
（
普
通
徴
収
・
第
３
期
分
）

　
　
　

…
…
福
祉
課（
☎
内
線
１
２
３
）

納
期
限

９
月
30
日
㈬

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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☆しゃきしゃき和え☆
材
ざい
�料
りょう
４人
にん
分
ぶん
　切り干し大根15ｇ・ツナ缶（マグロ油漬け）25ｇ・きゅ

うり40ｇ・いりごま６ｇ・和え衣（米酢20ｇ・三温糖12ｇ・薄
口醤油５ｇ・ごま油１ｇ）

作
つく
�り方

かた
　❶切り干し大根を水で戻し、食べやすく切る。❷ツナ缶を

炒めて冷やす。❸きゅうりは輪切りにする。❹切り干し大根ときゅ
うりを熱湯でさっとゆでて冷やす。❺ごまをいる。❻調味料を混
ぜ合わせて和え衣を作る。❼❷、❹、❺、❻を混ぜ合わせる。

栄
養
価　
１
人
分

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
56
㎉
・
塩
分
０
．
３
２
ｇ

〈
一
口
メ
モ
〉

　

切
り
干
し
大
根
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し

た
食
感
が
お
い
し
い
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た

味
の
和
え
物
で
す
。

　

切
干
大
根
は
、
大
根
を
細
く
切
り
、
天

日
干
し
で
乾
燥
さ
せ
て
作
り
ま
す
。
干
す

こ
と
で
水
分
が
ぬ
け
て
う
ま
味
と
風
味
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
分
、
食
物
繊
維
な
ど
の

栄
養
が
ギ
ュ
ッ
と
凝
縮
さ
れ
ま
す
。

　

お
好
み
で
、
に
ん
じ
ん
の
千
切
り
（
25

ｇ
）を
入
れ
る
と
彩
り
が
良
く
な
り
ま
す
。

お
家
で
も
ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

し
ゃ
き
し
ゃ
き
和
え

～
斑
鳩
町
の
各
事
業
に
お
け
る
経
費

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介
～

　

斑
鳩
町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
、
施

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
、
一

人
あ
た
り
い
く
ら
か
か
っ
て
い
る
か
な

ど
、
そ
の
経
費
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
、

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
こ
で
、
斑
鳩
町
の
各
事
業
・
施
策
の

経
費
な
ど
に
つ
い
て
、
連
載
で
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
平
成
26
年
度
に
購
入
し

た
「
災
害
備
蓄
品
」
の
一
人
あ
た
り
の
経

費
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
人
あ
た
り　
１
９
９
．
６
３
円（
税
込
）

　

災
害
の
発
生
に
備
え
て
、
町
が
平
成
26

年
度
に
購
入
し
た
「
災
害
備
蓄
品
」
の
一

人
あ
た
り
の
経
費
は
、
１
９
９
．
６
３
円

（
税
込
）
で
す
。

　

大
地
震
な
ど
の
大
規
模
な
災
害
時
に
は
、

家
屋
の
倒
壊
、
焼
失
な
ど
に
よ
り
、
多
数

の
避
難
者
、
負
傷
者
が
発
生
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
第
２
次
奈
良
県

地
震
被
害
想
定
調
査
報
告
書
に
よ
る
斑
鳩

町
に
お
け
る
最
大
避
難
者
数
約
９
，

０
０
０
人
を
目
安
と
し
て
、ア
ル
フ
ァ
米
、

ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
の
非
常
食
に
つ
い
て

は
、
保
存
期
間
と
な
る
５
年
ご
と
に
更
新

を
行
い
、
ま
た
毛
布
な
ど
の
備
蓄
品
に
つ

い
て
は
計
画
的
に
備
蓄
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
の
主
な
備
蓄

状
況
は
、ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
の
食
料
３
６
，

１
８
０
食
、
毛
布
７
，
８
１
０
枚
、
災
害

用
敷
マ
ッ
ト
２
，
８
０
０
枚
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
災
害
備
蓄
に
加
え
、
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
い
ち
早
く
応
急
食
料

お
よ
び
生
活
用
品
な
ど
必
要
な
応
急
物
資

を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
県
外

６
町
と
防
災
協
定
を
締
結
し
て
い
る
ほ

か
、
９
つ
の
事
業
所
と
協
定
を
締
結
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
災
害
時
に
は
被
災
地

域
に
お
け
る
流
通
機
能
が
停
止
し
た
り
、

外
部
か
ら
の
救
援
物
資
が
届
き
に
く
い
状

態
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
家
庭
内
に
お
き
ま
し
て
も
、
３
日
分

以
上
の
食
料
や
飲
料
水
の
備
蓄
を
行
う
な

ど
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
時
に
必
要
な
物
資

を
蓄
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
災
害
備
蓄
品
の
経
費
に
つ
い

て
、
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
斑
鳩
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

や
諸
施
策
な
ど
に
か
か
る
経
費
な
ど
に
つ

い
て
、
み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
し
、
日
ご
ろ

の
取
り
組
み
や
行
動
の
一
助
に
、
ま
た
参

考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

い
か
る
が
っ
子
の
給
食

～ 

み
ん
な
の

　

お
い
し
い

　
　

給
食
紹
介 

～

❻

連載 
み
ん
な
の
ケ
イ
ヒ

（
経
費
）

 
み
ん
な
の
ケ
イ
ヒ

（
経
費
）

経費

❸



●場　所：記載以外は保健センター
●申込先：保健センター（土曜・日曜日、祝日休館）
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斑鳩町に警報発表時には検診・教室などを中止することが
ありますので「保健センター」へお問い合わせください。

■ 健康相談予定表（事前申込要：電話申込可）
事　業　名 実 施 日 時　　間 定員 内　　　　　容

こころの健康相談
（精神保健福祉士による）₉月14日㈪ 13：00～15：00 ₂人 こころの病気かどうか心配である、最近

家族の様子がおかしいなどの相談

栄 養 相 談
（栄養士による）

₉月18日㈮・24日㈭・
29日㈫
10月₂日㈮・₆日㈫・
15日㈭

10：00～16：30 各日
₃人

高血圧・高血糖・高コレステロールなど
の状態に応じた栄養相談

■ がん検診（集団）予定表（事前申込要：電話申込可）
事　業　名 実施日 受付時間 対　象　者 注　意　事　項

大 腸 が ん 検 診
（容器提出日）

9月25日㈮
10月14日㈬

9：00～
　11：00 35歳以上 ○ 容器は事前に保健センターで購入

してください。（容器代300円）

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィ・

視触診併用）
10月6日㈫ 8：45～

　10：30
40歳以上の女性
（申込先着各90人）

平
成
26
年
度
に
町
の
検
診

を
受
診
さ
れ
て
い
な
い
人

○乳がん検診を受けられない人
・ペースメーカーを入れている人
・乳房形成術を受けた人
・授乳中の人
※乳がん検診は２年に１回です。

胃 が ん 検 診

10月15日㈭
10月16日㈮

8：30～
　10：00

35歳以上
（申込先着各20人）

○ 胃がん検診を受ける人は、検査前
日の夕食は消化の良いものにして、
午後９時までにすませてくださ
い。検査当日の朝は、絶飲食です。
　（水・煙草・薬も飲まないで下さい）
※ 過去にバリウムを飲んで体調が悪
くなった人は申し込み時に必ずお
伝えください。
○ 喀痰の検査を希望する人は、当日、
容器を保健センターで購入してく
ださい。（容器代270円）

胃がん・肺がん
セット検診

8：30～
　10：00

40歳以上
（申込先着各70人）

肺 が ん 検 診 10：30～
　11：00

40歳以上
（申込先着各20人）

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィ・

視触診併用）

10月23日㈮

12：45～
　13：30

40歳以上の女性
（申込先着40人）

平
成
26
年
度
に
町
の
検
診
を

受
診
さ
れ
て
い
な
い
人

○乳がん検診を受けられない人
・ペースメーカーを入れている人
・乳房形成術を受けた人
・授乳中の人
○子宮頸がん検診を受けられない人
・検査当日、生理中の人
※ 子宮頸がん・乳がん検診は２年に
１回です。申込時に必ず、前回受
診日をお知らせください。

子宮頸がん検診 12：45～
　13：15

20歳以上の女性
（申込先着30人）

子宮頸がん・
乳がんセット検診
（マンモグラフィ・

視触診併用）

14：00～
　14：45

40歳以上の女性
（申込先着60人）

男
性
料
理
教
室

　

一
度
も
包
丁
を
持
っ
た
こ
と
が
な
い

人
、
料
理
に
関
心
が
あ
る
人
な
ど
、
お
気

軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
30
日（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

持
物　

�

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
髪
の
毛
を

覆
え
る
も
の
）、
ふ
き
ん
・
台
ふ

き
各
１
枚
、
筆
記
用
具

費
用　
５
０
０
円

定
員　
30
人

申
込　
９
月
25
日（
金
）ま
で

は
つ
ら
つ
運
動
教
室

　

健
康
運
動
指
導
士
か
ら
家
庭
で
で
き
る

効
果
的
な
運
動
を
学
ぶ
教
室
で
す
。

日
時　
９
月
28
日（
月
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩

　
　
　
　
　
　

機
能
回
復
訓
練
コ
ー
ナ
ー

内
容　

�

体
力
測
定
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力

運
動
な
ど

対
象　
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

持
物　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
健
康
手
帳

定
員　
30
人

申
込　
９
月
３
日（
木
）か
ら

☆検診時は、必ず健康手帳をご持参ください。
☆4週間前後で結果がわかります。異常の有無にかかわらず、検診結果を通知します。
☆�胃がん・肺がん検診当日は、ボタン・金具などのない無地のＴシャツなどで、体をしめつけない服装でお越し

ください。
　※検診で手話通訳が必要な人は fax でお申し込みください。
　※子宮頸がん・乳がん・胃がん・肺がん検診時には託児があります。希望の人は事前にお申し込みください。

家族そろってがん検診！



気づく 家族や仲間の変化に気づいて、
声をかける 聴　く 本人の気持ちを尊重し、耳を傾

ける

つなぐ 早めに専門家に相談するように
促す 見守る 温かく寄り添いながら、じっく

りと見守る

●場　所：記載以外は保健センター
●申込先：保健センター（土曜・日曜日、祝日休館）
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事業名 実施日 受付時間 対　象　者 内　　容　　等

子 育 て 教 室 9月18日㈮ 9：45～
　10：00

1歳6か月～
3歳児

○テーマ「絵本を楽しもう」
内容： 手遊び、ペープサート、臨床心理士による

子育てアドバイス
申込：9月3日（木）～17日（木）
先着25組

乳 幼 児 相 談
（個別相談） 9月24日㈭ 13：30～

　15：00 就学までの児 〇育児や食事のことなどについての相談
申込：9月18日（金）まで

乳 幼 児 相 談
（身体計測） 10月8日㈭ 13：30～

　15：00 就学までの児
〇身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物：母子健康手帳
申込：9月10日（木）～10月7日（水）
先着80人

パパママスクール（秋コース）～ドキドキわくわくハッピーマタニティライフ～

対象：妊娠中の人とその家族　　持物：母子健康手帳　　申込：各日前日まで

テーマ 実施日 実施時間 内　　容

もうすぐ会えるね
～お産を知ろう～ 10月2日㈮ 13：30～

　15：30
助産師による妊娠中の過ごし方・お産につい
ての話
妊婦体操

赤ちゃんがやってきた！
～おふろ大好き～ 10月17日㈯ 10：00～

　12：00
助産師による沐浴指導
赤ちゃん人形を使って沐浴体験

赤ちゃんの健康づくりはママの健康から
～お腹の中で赤ちゃんの体はつくられている～ 11月5日㈭ 10：00～

　12：00
栄養士による妊娠中に摂りたい栄養バランスの話
歯科衛生士によるママと赤ちゃんの歯の健康についての話

減
塩
教
室

　

減
塩
す
る
こ
と
は
、
高
血
圧
や
腎
臓
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す
。
減
塩
の
効
果
や
具
体
的
な
減
塩
方

法
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

対
象　
20
歳
以
上
で
全
回
出
席
で
き
る
人

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

申
込　
９
月
25
日（
金
）ま
で

自殺者数は交通事故死者数の約４．５倍です。
奈良県の自殺者数は年間252人です。（2013年人口動態統計）

９月１０日～１６日は、「自殺予防週間」です！

～ 社会全体で、人のつながりで自殺を防ぎましょう！～

相談窓口　　●（社福）奈良いのちの電話協会　☎0742－35－1000　年中無休24時間
　　　　　　●なら自死遺族・こころのホットライン　☎0744－46－5563　平日10～16時

日　程 テ　ー　マ 時間
※10月１日（木） 減塩で予防する生活習慣病

　～みそ汁塩分測定～

₉：30
～11:30

10月８日（木） 「塩」って何？
　～塩を味方に健康づくり～

10月27日（火） 家庭でできる減塩のコツ
　～みんなでチャレンジ～

11月20日（金） 見える塩・見えない塩
　～食べ物の中にある塩分～

※12月16日（水） 減塩料理調理実習 ₉:30
～13:00

げんえもん
（奈良県
減塩キャラクター）

※10月１日は、家庭のみそ汁　持参
※12月16日は、実習代500円、エプロン、三角巾、
　ふきん・台ふき　持参

適塩生活を
はじめよう！



９月号
平成27年９月1日発行

（通巻600号）

人 の 動 き
　 ₂₈,₂₇₈人
　　（前月比　＋２7）
　　男₁₃,₃₇₈人
　　女₁₄,₉₀₀人

　 　₁₁,₃₆₅世帯
　　（前月比　＋26）

（平成27年７月31日現在）
問合せ
斑鳩町総務部企画財政課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
fax　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　はじめての商工まつりの取材。
夜空に広がる花火はレンズ越しで
も、その美しさと迫力に圧倒され
ました。自分も「花火」のように、
皆さんに喜んでもらえるような、
感動を与えるような写真や記事を
掲載していけるよう頑張りますの
で、よろしくお願いします。
	 お

広報

ホームページ
http://www.town.
       ikaruga.nara.jp/
E メール  info@town.ikaruga.nara.jp

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745�1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場） 242015.9  広報 

写
真
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

斑
鳩
の
古
い
写
真
や
映
像
を
収

集
・
整
理
・
公
開
す
る
事
業
と
し

て
、
町
立
図
書
館
聖
徳
太
子
歴
史

資
料
室
で
は
斑
鳩
の
記
憶
ア
ー
カ

イ
ブ
（
保
存
記
録
）
化
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
研
究
集
会
）
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

第
５
回
目
と
な
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
と
、
斑
鳩
小

学
校
周
辺
の
古
い
写
真
を
募
集
し

ま
す
。

■
写
真
の
募
集
に
つ
い
て

　

今
回
募
集
す
る
写
真
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・�
斑
鳩
小
学
校
の
学
校
行
事
や
風

景
が
写
っ
て
い
る
昔
の
写
真
。

・�

戦
前
か
ら
昭
和
50
年
代
頃
ま
で

に
撮
影
し
た
も
の
。

・
１
人
10
点
ま
で
。

写
真
の
受
付

９
月
２
日（
水
）～
９
月
30
日（
水
）

応
募
方
法　

　

町
立
図
書
館
、
聖
徳
太
子
歴
史

資
料
室
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙

に
写
真
の
タ
イ
ト
ル
、撮
影
場
所
、

撮
影
年
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の

参
加
の
有
無
な
ど
を
書
き
、
写
真

と
と
も
に
募
集
期
間
内
に
町
立
図

書
館
聖
徳
太
子
歴
史
資
料
室
へ
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時　
10
月
25
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル

　
　
　

研
修
室
１

定�

員　
15
人
（
今
回
写
真
を
提
供

さ
れ
る
人
を
除
き
ま
す
）

申�

込　
９
月
２
日（
水
）～
10
月
９

日（
金
）に
町
立
図
書
館
窓
口
・

電
話
・
ｆ
ａ
ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ　
町
立
図
書
館
（
聖
徳
太

子
歴
史
資
料
室
）

お
は
な
し
会
・
読
み
聞
か
せ

■ 

町
立
図
書
館

　

９
月
９
日（
水
）
午
後
２
時
～

　

９
月
19
日（
土
）
午
後
３
時
～

■ 
中
央
公
民
館
図
書
室

　

９
月
８
日（
火
）
午
前
11
時
～

町
立
図
書
館
の

　
　
休
館
日
に
つ
い
て

　

９
月
24
日（
木
）は
い
か
る
が

ホ
ー
ル
全
館
休
館
の
た
め
休
館
と

し
、か
わ
り
に
９
月
21
日（
祝
・
月
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
臨

時
開
館
し
ま
す
。

　

９
月
の
臨
時
休
・
開
館
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
臨
時
開
館
日

　

９
月
21
日（
祝
・
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

・
臨
時
休
館
日

　

９
月
24
日（
木
）

　

い
か
る
が
ホ
ー
ル
全
館
休
館
日

斑
鳩
の
記
憶
ア
ー
カ
イ
ブ
化
事
業

―
写
真
で
た
ど
ろ
う
斑
鳩
の
道
―

「
な
つ
か
し
の
斑
鳩
小
学
校
」

一、�歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、�恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、�人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一�、�ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一�、�知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

　　　�９月１日は防災の日です。
　　　�「○○○○○とき」の行動の

備えが大切です。さて何でしょう？
〈９月11日㈮必着〉

応�募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号を書いて、「〒636–0198 斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。

８月号のクイズの答　インターネット（応募総数15）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲

9/19
（土）

9/20
（日）

9/21
（祝・月）

○ ○ ○
9/22

（祝・火）
9/23

（祝・水）
9/24
（木）

× × ×

○：開館日　×：休館日

▲斑鳩小学校旧校舎

お
知
ら
せ

●申込・問合せ　町立図書館
☎	 0745�7733
fax	0745�7735
E-mail：mailmaster@libraryikaruga.jp
HP：http://www.libraryikaruga.jp/ 図書館図書館図書館


